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― ２１ ―

熊本大学生命資源研究・支援センター
動物資源開発研究施設実験動物利用者委員会規則

　（設置）

第１条　熊本大学生命資源研究・支援センターに、熊本大学生命資源研究・支援センター動物資源開

発研究施設（以下「施設」という。）における実験動物の利用に関し必要な事項を審議するため、

熊本大学生命資源研究・支援センター動物資源開発研究施設実験動物利用者委員会（以下「委員会」

という。）を置く。

　（組織）

第２条　委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。

　!　動物資源開発研究部門の各分野の教授　１人

　!　施設において実験動物を利用する者（以下「利用者」という。）がいる研究室の教官　研究室

ごとに１人

　!　その他委員長が必要と認めた者

２　前項第２号及び第３号の委員は、生命資源研究・支援センター長が委嘱する。

３　第１項第２号及び第３号の委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。

４　第１項第２号及び第３号の委員に欠員が生じた場合の補欠の委員の任期は、前項の規定にかかわ

らず、前任者の残任期間とする。

　（審議事項）

第３条　委員会は、次に掲げる事項を審議する。

　!　実験動物及び動物実験に関すること

　!　利用者への指導助言に関すること。

　!　その他実験動物の利用に関し必要な事項

　（委員長）

第４条　委員会に委員長を置き、第２条第１項第１号の委員の互選により定める。

２　委員長は、委員会を招集し、その議長となる。

３　委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。

　（議事）

第５条　委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ、議事を開き、議決することができない。

２　委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところによる。

　（意見の聴取）

第６条　委員長は、必要があるときは、委員以外の者を委員会に出席させ、意見を聴くことができる。

　（事務）

第７条　委員会の事務は、医学・薬学等事務部総務課において処理する。

　（雑則）

第８条　この細則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に定める。 
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　附　則

１　この規則は、平成１５年８月１１日から施行し、平成１５年４月１日から適用する。

２　熊本大学動物資源開発研究センター利用者専門委員会細則（平成１０年９月３０日制定）は、廃止す

る。

３　この規則施行後、最初に委嘱される第２条第１項第２号及び第３号の委員の任期は、同条第３項

の規定にかかわらず、平成１７年３月３１日までとする。
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― ４１ ―

動物個体を用いるアデノウイルスベクター
による感染実験のガイドライン

（平成９年５月２９日　組換え DNA安全委員会）

　動物実験施設感染実験室を用いて、アデノウイルスベクターによる動物個体への感染実験を行うに

あたり、「大学等の組換え DNA実験指針」並びに他大学におけるアデノウイルスベクターによる動

物実験の実情を参考にし、以下のような指針を設定する。

１．アデノウイルスをベクターとして用い、感染力のある組換えウイルス粒子を産生する「増殖型」　

アデノウイルスを動物個体に用いる実験は、動物間の感染を防ぎながら特に慎重に進める必要があ

るため、通常の感染実験室で行うべきではなくＰ３レベルの実験室で実施すべきである。また、増

殖型アデノウイルスを用いた実験は、大臣承認実験として位置づけられる。

２．ヒトアデノウイルス５型のような非増殖型アデノウイルスベクターは、動物個体内及びヒトにお

いて自立増殖性を全く欠くことから安全性が高いと考えられる。非増殖型アデノウイルスベクター

で、クローン化された DNAの発現蛋白機能がよく理解されており、その機能から考えて安全度評

価における意味の病原性、毒素産生性、発癌性、薬剤耐性などの性質がないものについては、機関

承認実験として位置づけられ、以下のような制限のもとに、感染実験室において動物個体を用いた

実験を行うことができる。

　ａ）「非増殖型アデノウイルスベクター」であることを必須の条件とする。

　ｂ）原則として、３ケ月以上の長期感染実験は現在の施設においては行わない。

　ｃ）ヒトに対して病原性の高いアデノウイルスベクターは、非増殖型であっても現在の施設におい

ては使用しない。

　ｄ）非増殖型アデノウイルスでも、動物個体が既に野生型のアデノウイルスに感染していた場合、

組換えが生じて増殖型アデノウイルスに変化する可能性が稀ながらあると考えられるため、全て

の実験は感染実験区域内で行うこと。

　ｅ）実験従事者として、動物実験施設の従事者を加えること。
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表１ 飼 育 経 費 
動 物 種 飼育経費：円／ケージ／日 飼料持込の場合 

マウス 35 28 
ヌードマウス 55 28 
ラット 56 40 
ヌードラット 94 41 
モルモット 118 81 
ウサギ 99 47 
イヌ（8～16kg） 231 160 
ニワトリ 72 43 
ハムスター 51 41 
ブタ 454 102 
スナネズミ 45 41 
カエル 321 321 
ウズラ 39 28 
子ウズラ 238 215 
スンクス 110 40 

 
 

表 2 手術室などの使用料 
手術室等の使用経費は光熱水道代、空調費、設備備品の維持ならび償却（無影燈、手術台、オートク

レープ、簡易無菌手洗器等）、医療ガス（酸素、笑気、吸引）等からなるが、使用料金は午前、午後、

夜間をそれぞれ 1 単位として、次のように定める。 
1.手術台  1 台  1 単位当たり 1,487 円 

 
 

 表３ 特殊実験系動物の飼育経費 
飼育器材 飼育経費（円／日） 

アイソレータ 356 円/台＋飼料代（ﾏｳｽ 16 円/ｹｰｼﾞ） 
ドラフト（感染） 592 円/台＋飼料代（ﾏｳｽ 8 円/ｹｰｼﾞ、ﾗｯﾄ 16 円/ｹｰｼﾞ） 
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